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　第 8 章（総合考察）では，研究 1 から 6 まで
の知見をもとに要因間の関連性を明らかにした。
本研究によって得られた結果から，糖尿病セルフ
ケアの中核的な要因は，自己効力感，被災では動
機づけ，生活習慣では不規則な食事であることが
わかった。得られた結果をまとめると以下の通り
である。
　糖尿病患者の心理的要因では，自己効力感は
中核的な役割を担っており，セルフコントロー
ルや動機づけを高め，直接的・間接的にセルフ
ケアを促進させることを明らかにした。
　被災患者では，被災による関連要因が動機づ
けを低下させることを明らかにした。
　衝動性が糖尿病にとって望ましくない病気が
悪化するような食べ物を摂取する行動を引き起
こし，不規則な食事を促し，セルフケアの悪化
につながることを明らかにした。
　ワークストレスや衝動性により，セルフケア
ができないことに対する合理化が生じることを
明らかにした。
　このように，本研究によりセルフケアに影響す
る環境要因，心理的要因，生活習慣を明らかにし
た。糖尿病患者のセルフケアを維持・増進してい
くために，以下に示した個人レベルと組織・集団
レベルでの介入や応用の可能性を提案する。
　個人レベルでの介入：スモールステップで目
標値を設定して，セルフケアの成功体験を重ね
ることで自己効力感を高める介入を行う。発症
早期から，糖尿病教育の中に合併症の模擬体験
を導入し，悪化させないことの重要性を認識さ
せることで，治療への動機づけを高める。
　組織・集団レベルでの介入：被災時には，慢
性疾患患者に対応するよう避難所での配給食や
薬の備蓄といった治療環境や避難所でのセルフ
ケアを継続できるための医療ゾーンを整えるこ
とが必要である。またワークストレスでは，残
業時間の食事やシフトワークによる不規則な食
事を改善していくこと，セルフケアできないこ
とを合理化することを抑止するようなサポート
が重要となる。
糖尿病患者のセルフケアにおける促進要因と阻害要因に関する研究
